


第
一
章
精
神
病
の
あ
ら
ま
し

一
精
神
病
が
病
気
と
し
て
認
め
ら
れ
る
ま
で

2

二
精
神
病
の
分
類
-
精
神
分
裂
病
を
中
心
に

j

三
今
日
の
精
神
病
の
分
類
の
あ
ら
ま
し
と
そ
の
症
状

5

第
二
章
薬
物
療
法
の
意
義

第
三
章
神
経
の
働
き
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識

一
神
経
細
胞
の
構
造
と
機
能
の
あ
ら
ま
し

昂

二
刺
激
の
伝
導

昂

三
神
経
終
末
の
機
能

訂

四
神
経
伝
導
物
質

お

五
ﾚ
ｾ
プ
ﾀ
ｰ
(
受
容
体
)

巧

六
ｼ
ﾅ
プ
ｽ
と
薬
物

お



第
四
章
精
神
分
裂
病

一
精
神
分
裂
病
と
は

召

二
薬
物
療
法
の
は
じ
ま
り

屁

三
抗
精
神
病
薬
の
作
用
機
序

肩

四
抗
精
神
病
薬
の
錐
体
外
路
系
副
作
用

5
7

五
覚
醒
剤
中
毒
と
逆
耐
性
現
象

卵

六
精
神
分
裂
病
と
遺
伝

弱

七
精
神
分
裂
病
と
ド
ｰ
パ
ﾐ
ﾝ
ﾚ
ｾ
プ
ﾀ
ｰ

肩

第
五
章
躁
う
つ
病

一
躁
う
つ
病
と
は

蒔

二
躁
う
つ
病
の
原
因

銘

三
躁
う
つ
病
の
薬
物
治
療

ご

第
六
章
不
安

一
不
安
と
は

卯

二
抗
不
安
薬
の
開
発

肩

三
抗
不
安
薬
は
ど
こ
に
作
用
す
る
の
か

幻



第
七
章
パ
ﾆ
ｯ
ｸ
障
害

一
パ
ﾆ
ｯ
ｸ
発
作
の
誘
発

巧

二
脳
の
ど
の
部
位
が
ど
の
症
状
に
関
与
す
る
か

伺

三
パ
ﾆ
ｯ
ｸ
障
害
の
治
療

匹

第
八
章
強
迫
神
経
症

一
強
迫
神
経
症
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
か

心

二
強
迫
神
経
症
の
治
療

心

三
強
迫
神
経
症
に
お
け
る
脳
機
能
の
異
常

匹

第
九
章
ｱ
ﾙ
ｺ
ｰ
ﾙ
お
よ
び
薬
物
依
存

一
ド
ｰ
パ
ﾐ
ﾝ
ﾚ
ｾ
プ
ﾀ
ｰ
説

m

二
ｾ
ﾛ
ﾄ
ﾆ
ﾝ
輸
送
充
進
説

眉

三
ｼ
ﾅ
プ
ｽ
小
胞
膜
の
変
異
説

辺

第
十
章
パ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｿ
ﾝ
病

一
パ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｿ
ﾝ
病
の
臨
床

J

二
パ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｿ
ﾝ
病
患
者
の
脳

J

三
パ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｿ
ﾝ
病
の
薬
物
療
法

J



四
パ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｿ
ﾝ
病
の
進
行
の
予
防

J

五
黒
質
の
変
性
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か

ご

第
十
一
章
老
化
と
痴
呆

一
脳
の
老
化

J

二
ｱ
ﾙ
ﾂ
ﾊ
ｲ
ﾏ
ｰ
型
老
年
痴
呆

沼

三
神
経
栄
養
因
子

J

四
ｺ
ﾘ
ﾝ
作
動
性
神
経
の
賦
活

J

五
脳
梗
塞
と
ｱ
ポ
ﾄ
ｰ
ｼ
ｽ

心

座
談
会
脳
･
心
･
く
す
り
の
接
点

J

あ
と
が
き

ご
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